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ある一本の棒の長さに関してx1, x2, ....xnのn回分の測定値がある。測定誤差は個々に異なるσiと仮定して、
この棒の長さを最尤法で推定せよ。

問題3

を観測する確率は、Xを平均値として、xi

n回の観測で x1, x2, ....xnを観測する確率は、
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eの指数部分を考える。 とすると、P(X)が最大になるのは
が最小になるとき。χ2
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= 0即ち をとるXが最良推定値µ�である。これを解くと、
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となる。

解答
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